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長崎県医療計画より



平成２４年度医療機関別搬送人員

市 民 病 院 802 2 2 1 75 12 9 184 4 8 429 76

光 武 病 院 507 1 3 1 2 1 23 1 433 42
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平成２４年度壱岐市国保請求額



・島内で二次医療を完結できない

・島内では高度医療、先端医療に対応できない

・島外都市部の医療機関への依存が高まっ
ている（壱岐の場合は県外の福岡市）

離島医療の特徴（壱岐を例に）



区分
平成12年
2000年

平成17年
2005年

平成22年
2010年

平成25年
2013年

平成27年
2015年
（5年後）

平成32年
2020年
（10年後）

平成37年
2025年
（15年後）

平成42年
2030年
（20年後）

平成47年
2035年
（25年後）

老年人口（65歳以上） 9,078 9,337 9,342 9,538 9,453 9,386 9,095 8,538 7,853

高齢化率 27.1% 29.7% 31.8% 32.8% 34.8% 37.4% 39.4% 40.4% 40.7%

生産年齢人口（15～64） 18,878 17,304 15,855 15,582 14,159 12,589 11,201 10,113 9,208

生産年齢率 56.3% 55.1% 54.0% 53.6% 52.1% 50.2% 48.6% 47.8% 47.7%

年少人口（0～14） 5,582 4,773 4,178 3,942 3,587 3,104 2,764 2,499 2,248

年少人口率 16.6% 15.2% 14.2% 13.6% 13.2% 12.4% 12.0% 11.8% 11.6%

合計 33,538 31,414 29,377 29,062 27,200 25,079 23,059 21,149 19,307

壱岐市の人口推計

壱岐市は今後、人口が減少し、高齢化率は高まる。
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現状に大きな変更が無ければ、壱岐市の医療は高齢医師が支えざるを得ない。
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８００万 3900万

光武病院 島内医療機関

年

間

延

べ

人

数

800人 3906人

年間非常勤医師派遣人数及び海上交通費
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平成２４年度収支比較

光武病院 壱岐市民病院

民間医療機関である当院は、離島医療に貢献しなが
ら、何とか経常利益を出している。医療経営の継続性
の観点からは、何らかの財政的支援の枠組が必要。
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平成２３年度三大疾病死亡率（率：人口１０万対）

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患

離島の三大疾病（悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患）の死
亡率は全国、長崎県全体と比較しても高い。（高齢化を加味したと
しても相対的に高い）
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市町名 一人当たりの医療費
1長崎市 1,250,819
2時津町 1,206,344
3川棚町 1,146,496
4波佐見町 1,108,802
5東彼杵町 1,095,984
6長与町 1,094,565
7諫早市 1,060,773
8大村市 998,534
9雲仙市 989,733
10西海市 975,657
11平戸市 973,186
12南島原市 971,495
13佐世保市 946,235
14松浦市 942,436
15島原市 942,256
16佐々町 868,434
17壱岐市 853,447
18対馬市 830,930
19五島市 772,478
20新上五島町 739,034
21小値賀町 594,968
合計 20,362,606

長崎県後期高齢者医療広域連合調べ

市町別後期高齢者一人当たりの医療費の状況（平成２２年度）



壱岐の国保
•Ｈ２５国保医療費３１．８億

•国保税収８．７億（２７％）

（国保滞納繰越金：３．５億）

•Ｈ２４年度より一般会計から２億繰りいれ



壱岐の国保の実情

財政難の原因は

１）被保険者の所得減（Ｈ18：119億→Ｈ25：66億）

２）加入世帯減（H21:５７６８→H26:５２９８）

３）医療費増大（Ｈ16:24億→Ｈ25:32億）

ここ４年で保険料２４％増（夫婦と子供１人で年間74000円

増税）→逆淘汰→さらに加入者減



壱岐では必要な医療が提供さ
れているのか？

受けることができないのか？



壱岐医師会

地域活動部会（昭和62年設立）

在宅医療推進部会（平成25年設立）



脳血管疾患 死亡率 脳血管疾患 標準化死亡比



活動の概要図



多職種協働ケア会議



オール壱岐



離島の中の小離島：二次離島
公的医療機関に代わって
光武病院と老健施設に付設のクリニックから訪問診療







三島診療所：1373名
（平成２４年１月～平成２６年９月）

原島診療所：225名

（平成２５年９月～平成２６年９月）



へき地拠点病院の実態

医師不足（１６．７％）

1日も派遣できない施設（63.2％）



へき地拠点病院の定義は？



医療の継続

社会医療法人



特定医療法人 玄州会

光武内科循環器科病院
壱岐市三島診療所
壱岐市原島診療所
老人保健施設 光風
デイサービスセンター光風
パワーリハビリテーションセンター光風
グループホームみのり
さくらんぼ保育園
光風・ふくしまクリニック
在宅ケア総合支援センター
ひかり訪問看護ステーション
ホームヘルパーステーションリバティ
居宅介護支援センター
デイサービスセンターリバティ
サービス付き高齢者向け住宅リバティハウス

社会福祉法人 光風会 特別養護老人ホーム 光の苑


